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(57)【要約】
【課題】　新たな施工計画書を作成する際に、過去に作
成した施工計画関係書類（施工条件書、施工計画書、図
面）の情報を利用して、適切な施工計画書を効率的に作
成する。
【解決手段】　既存の施工計画関係書類（施工条件書、
施工計画書、図面）に記載された情報の文書構文を解析
して文章の関係性を求める文章関係性解析手段１０と、
解析した文章の関係性をグラフ構造化することによりグ
ラフデータベースを作成するグラフデータベース作成手
段２０と、グラフデータベースを参照して、文章の関係
性に基づき、施工計画書を構成する各章の候補に対して
順序を設定する順序設定手段３０と、新たな施工計画書
を作成する際に、各章の候補に設定された順序に従って
、施工計画書の構文を作成する施工計画書構文作成手段
４０とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既存の施工計画関係書類である施工条件書及び施工計画書に記載された情報の文書構文
を解析して文章の関係性を求める文章関係性解析手段と、
　解析した文章の関係性をグラフ構造化することによりグラフデータベースを作成するグ
ラフデータベース作成手段と、
　グラフデータベースを参照して、文章の関係性に基づき、施工計画書を構成する各章の
候補に対して順序を設定する順序設定手段と、
　新たな施工計画書を作成する際に、各章の候補に設定された順序に従って、施工計画書
の構文を作成する施工計画書構文作成手段と、
を備えたことを特徴とする施工計画書作成システム。
【請求項２】
　前記施工計画関係書類には図面を含み、
　前記文章関係性解析手段は、図面に記載された情報を解析して文章化することにより、
その関係性を求める、
ことを特徴とする請求項１に記載の施工計画書作成システム。
【請求項３】
　既存の施工計画関係書類に記載された情報について、要約化を行う要約手段を備え、
　前記文章関係性解析手段は、要約された情報について解析を行うことにより、文章の関
係性を求める、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の施工計画書作成システム。
【請求項４】
　各章の候補に設定された文章を提示する候補提示手段と、
　提示された文章の中から、施工計画書作成者の指示入力に従って、施工計画書の構文作
成に使用する文章を選択する文章選択手段とを備え、
　施工計画書構文作成手段は、選択された文章を使用して施工計画書の構文を作成する、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の施工計画書作成システム。
【請求項５】
　文章関係性解析手段は、文章の関係性を機械学習により解析する、
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の施工計画書作成システム。
【請求項６】
　既存の施工計画関係書類である施工条件書及び施工計画書に記載された情報の文書構文
を解析して文章の関係性を求め、
　解析した文章の関係性をグラフ構造化することによりグラフデータベースを作成し、
　作成したグラフデータベースを参照して、文章の関係性に基づき、施工計画書を構成す
る各章の候補に対して順序を設定し、
　新たな施工計画書を作成する際に、各章の候補に設定された順序に従って、施工計画書
の構文を作成する、
ことを特徴とする施工計画書作成方法。
【請求項７】
　前記施工計画関係書類には図面を含み、
　図面に記載された情報を文章化することにより、その関係性を求める、
ことを特徴とする請求項６に記載の施工計画書作成方法。
【請求項８】
　既存の施工計画関係書類に記載された情報について要約化を行い、
　要約された情報について解析を行うことにより、文章の関係性を求める、
ことを特徴とする請求項６又は７に記載の施工計画書作成方法。
【請求項９】
　施工計画書の構文を作成するために、各章の候補に設定された文章を提示し、
　提示された文章の中から、施工計画書作成者の指示入力に従って、施工計画書の構文作
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成に使用する文章を選択し、
　選択された文章を使用して施工計画書の構文を作成する、
ことを特徴とする請求項６～８のいずれか１項に記載の施工計画書作成方法。
【請求項１０】
　文章の関係性は機械学習の結果により解析する、
ことを特徴とする請求項６～９のいずれか１項に記載の施工計画書作成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法に関するものであり、詳し
くは、新たな施工計画書を作成する際に、過去に作成した施工計画関係書類（施工条件書
、施工計画書、図面）の情報を利用することが可能なシステム及び方法に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　土木・建設工事を行う際には、図面・設計書等に定められた工事目的物を完成するため
の手順や工法、施工における管理方法等を規定するために、施工計画書を作成する。また
、各種工事において競争入札を行う際に、入札業者が作成した施工計画書の内容を考慮し
て落札業者を決定するのが一般的である。また、施工計画書には具体的な施工方法等が記
載されており、工事の品質を判断するための技術提案書としての役割も有している。
【０００３】
　このように、施工計画書は重要な書類であるため、その作成には細心の注意を払う必要
があり、多大な労力を有していた。そこで、施工計画書を作成するための労力を少しでも
軽減することが可能な技術が提案されている（特許文献１、特許文献２参照）。
【０００４】
　特許文献１に記載された土木工事施工計画書作成支援システムは、土木工事の工種種別
を表示して登録する工種種別登録手段と、土木工事の課題項目を表示して登録する課題項
目登録手段と、登録された工種種別および課題項目に対応する資料項目および入力項目を
、画面に表示する画面表示手段と、資料項目に予め対応付けられた資料を表示する資料表
示手段と、入力項目に対応付けて、文章作成の入力を受け付け、かつ、作成された文章を
登録する文章登録手段と、登録された文章に基づいて施工計画書を作成する施工計画書作
成手段とを有している。
【０００５】
　そして、画面表示手段は、資料項目および入力項目を一画面に同時表示し、資料表示手
段は、画面に表示された資料項目に対する選択操作を受けて、対応する資料を表示し、文
章登録手段は、画面に表示された入力項目に対する選択操作を受けて、文章作成の入力を
受け付けるようになっている。
【０００６】
　特許文献２に記載された施工計画支援システムは、建物を同じ施工プロセスが適用でき
る単位構造ごとの施工内容に対応する基準サイクルを策定し、コンピュータを使用した対
話プロセスを通じて入力／編集していくことで施工計画書を作成するシステムに関するも
のである。
【０００７】
　この施工計画支援システムは、外部データベースに格納されている３次元ＣＡＤデータ
を使用して、単位構造に相当する施工図面において施工対象となっている部材を特定可能
に表示する。また、対話プロセスは、建物モデル編集モードと、タスクネットワーク編集
モードと、組立順序編集モードと、サイクル割り当て編集モードとを備えている。
【０００８】
　そして、各編集モードにおける設定／変更の入力結果に従って施工計画書を作成して、
当該施工計画書をデータ記憶部に格納するとともに、ある編集モードにおける入力結果を
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他の編集モードの入力結果として反映させることで施工計画書を動的に逐次更新するよう
になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１１－２２７２３号公報
【特許文献２】特開２０００－２４２６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述したように、施工計画書は、工事目的物を完成するために必要な手順や工法、施工
における管理方法等を規定するための書類であるとともに、技術提案書としての意義も有
しているため、必要項目を漏れなく記載するとともに、適切な内容となっていなければな
らない。新たな工事に対して施工計画書を作成するにあたり、過去に行った工事における
施工計画書は、適切な施工計画書を迅速に作成するための貴重な参考書類となる。
【００１１】
　この点、上述した特許文献に記載された技術を含めて、従来の技術では、過去の実績を
取り込んで、作成者の負担を軽減することは考慮されているものの、作成者の負担をさら
に軽減して、適切かつ迅速に施工計画書を作成するための技術の開発が望まれていた。
【００１２】
　本発明は、上述した事情に鑑み提案されたもので、新たな施工計画書を作成する際に、
過去に作成した施工計画関係書類（施工条件書、施工計画書、図面）の情報を利用して、
適切な施工計画書を効率的に作成するためのシステム及び方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法は、上述した目的を達成
するため、以下の特徴点を有している。すなわち、本発明に係る施工計画書作成システム
は、既存の施工計画関係書類である施工条件書及び施工計画書に記載された情報の文書構
文を解析して文章の関係性を求める文章関係性解析手段と、解析した文章の関係性をグラ
フ構造化することによりグラフデータベースを作成するグラフデータベース作成手段と、
グラフデータベースを参照して、文章の関係性に基づき、施工計画書を構成する各章の候
補に対して順序を設定する順序設定手段と、新たな施工計画書を作成する際に、各章の候
補に設定された順序に従って、施工計画書の構文を作成する施工計画書構文作成手段とを
備えたことを特徴とするものである。
【００１４】
　また、施工計画関係書類には図面を含み、文章関係性解析手段は、図面に記載された情
報を解析して文章化することにより、その関係性を求めることが可能である。
【００１５】
　また、既存の施工計画関係書類に記載された情報について、要約化を行う要約手段を備
え、文章関係性解析手段は、要約された情報について解析を行うことにより、文章の関係
性を求めることが可能である。
【００１６】
　また、各章の候補に設定された文章を提示する候補提示手段と、提示された文章の中か
ら、施工計画書作成者の指示入力に従って、施工計画書の構文作成に使用する文章を選択
する文章選択手段とを備えた構成とすることが可能である。このような構成とした場合に
、施工計画書構文作成手段は、選択された文章を使用して施工計画書の構文を作成する。
【００１７】
　なお、本発明に係る施工計画書作成システムにおける各手段は、その機能に基づいて概
念的に区別したものであり、各手段がそれぞれ独立して機能するのではなく、各手段が有
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機的に結合して総合的に機能することにより、施工計画書作成システムを構築している。
【００１８】
　本発明に係る施工計画書作成方法は、既存の施工計画関係書類である施工条件書及び施
工計画書に記載された情報の文書構文を解析して文章の関係性を求め、解析した文章の関
係性をグラフ構造化することによりグラフデータベースを作成し、作成したグラフデータ
ベースを参照して、文章の関係性に基づき、施工計画書を構成する各章の候補に対して順
序を設定し、新たな施工計画書を作成する際に、各章の候補に設定された順序に従って、
施工計画書の構文を作成することを特徴とするものである。
【００１９】
　また、施工計画関係書類には図面を含み、図面に記載された情報を文章化することによ
り、その関係性を求めることが可能である。
【００２０】
　また、既存の施工計画関係書類に記載された情報について要約化を行い、要約された情
報について解析を行うことにより、文章の関係性を求めることが可能である。
【００２１】
　また、施工計画書の構文を作成するために、各章の候補に設定された文章を提示し、提
示された文章の中から、施工計画書作成者の指示入力に従って、施工計画書の構文作成に
使用する文章を選択することが可能である。この場合、選択された文章を使用して施工計
画書の構文を作成する。
【００２２】
　また、文章の関係性を機械学習により解析することが可能である。機械学習とは、例え
ば、ニューラルネットワークの構造を用いた学習機能の手法であり、特に隠れ層を深層化
したディープラーニングの手法を用いることが好ましい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法によれば、新たな施工計
画書を作成する際に、過去に作成した施工計画関係書類（施工条件書、施工計画書、図面
）に記載された文章構文をグラフ構造化して、順序が設定された項目の候補を利用するこ
とにより、適切な施工計画書を効率的に作成することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】施工計画書作成システムの構成を示すブロック図。
【図２】施工計画書作成方法を示すフローチャート。
【図３】施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法を説明する概念図（１）。
【図４】施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法を説明する概念図（２）。
【図５】施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法を説明する概念図（３）。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る施工計画書作成システム及び施工計画
書作成方法を説明する。図１～図５は本発明の実施形態に係る施工計画書作成システム及
び施工計画書作成方法を説明するもので、図１は施工計画書作成システムの構成を示すブ
ロック図、図２は施工計画書作成方法を示すフローチャート、図３～図５は施工計画書作
成システム及び施工計画書作成方法を説明する概念図である。
【００２６】
　＜施工計画書＞
　本発明の実施形態に係る施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法で作成する施
工計画書について説明する。施工計画書は、土木・建設工事を行う際に、図面・設計書等
に定められた工事目的物を完成するために必要な手順や工法、施工における管理方法等を
規定した書類であり、工事の品質を判断するための技術提案書としての役割も有している
。
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【００２７】
　この施工計画書は複数の項目からなり、例えば、発注者、施工概要、計画工程表、現場
組織表、指定機械、主要船舶・機械、主要資材、施工方法（主要機械、仮設備計画、工事
用地等を含む）、施工管理計画、安全管理、緊急時の体制及び対応、交通管理、環境対策
、現場作業環境の整備、再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法等の項目から
構成されている、また、施工計画書は、章、項、節、段落、文節等からなる文章構文とと
らえることもでき、文章構文を構成する各要素を構造化・分類化することによりデータベ
ース（ナレッジデータベース）を構築する。
【００２８】
　施工計画を作成するには、施工計画書の他に施工条件書や図面が必要となる。施工条件
書は設計図書であり、各施工工程において必要となる資機材や設計条件等を規定した文書
である。本発明に係る施工計画書作成システム及び施工計画書作成方法では、施工条件書
についても、文章構文を構成する各要素を構造化・分類化することによりデータベース（
ナレッジデータベース）を構築する。また、図面については、記載された情報をディープ
ラーニングにより解析して文章化することによりデータベース（ナレッジデータベース）
を構築する。
【００２９】
　＜施工計画書作成システムの概要＞
　本発明の実施形態に係る施工計画書作成システム１００は、コンピュータ及びこれに付
帯する機器と、コンピュータにインストールされたソフトウェア（プログラム）により構
成されるシステムであり、ソフトウェアがコンピュータに読み込まれることにより、ソフ
トウェアとハードウェア資源とが協働した具体的手段によって、施工計画書を作成するた
めの情報の演算または加工を実現するようになっている。コンピュータの付属機器とは、
コンピュータの機能を発揮するためにコンピュータに接続された各種の機器のことであり
、キーボード、マウス、タッチパッド、スキャナ等の入力手段、液晶表示装置、プリンタ
、アンプ及びスピーカ等の出力手段、ＨＤＤ、ＳＤＤ、ＤＶＤ等の記憶手段等を含んでい
る。
【００３０】
　すなわち、本発明の実施形態に係る施工計画書作成システム１００は、新たな施工計画
書を作成する際に、過去に作成した施工条件書及び施工計画書を利用して、適切な施工計
画書を効率的に作成するためのシステムであり、図１に示すように、文章関係性解析手段
１０と、グラフデータベース作成手段２０と、順序設定手段３０と、施工計画書構文作成
手段４０と、候補提示手段５０と、文章選択手段６０と、要約手段７０とを備えている。
【００３１】
　施工条件書及び施工計画書は、紙データや電子データにより保存されているが、既存の
施工条件書、施工計画書、図面から情報（文書データや図面データ）を収集するには、予
めデータ形式を統一しておく必要がある。紙データから情報を取得するには、まずスキャ
ナ等の読み取り装置を用いて紙データに記載されたデータを読み取り、所定の電子データ
に変換する。また、既存の施工条件書及び施工計画書が電子データである場合には、グラ
フデータベース化するためにファイル形式を基準形式に変換しておく必要がある。これら
の操作は、公知の読み取りソフトウェアやファイル変換ソフトウェアにより実施される。
また、データを収集する既存の施工条件書及び施工計画書は、データベースを構築できる
程度の数が必要である。
【００３２】
　＜要約手段＞
　要約手段７０は、既存の施工計画関係書類に記載された情報について、要約化を行うた
めのプログラムからなる。要約化を行うための手法は種々存在するが、例えば、抽出型（
Ｅｘｔｒａｃｔｉｖｅ）と抽象型（Ａｂｓｔｒａｃｔｉｖｅ）という手法がある。
【００３３】
　抽出型の要約では、要約対象の文章の中から重要と思われる文を抽出して要約を作成す
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る。抽出型の要約としては、グラフベース手法、Ｆｅａｔｕｒｅ　Ｂａｓｅ手法、Ｔｏｐ
ｉｃ　Ｂａｓｅ手法がある。グラフベース手法は、文章をグラフ構造で表現し各ノード（
文や単語）の関係性に基づいて要約を作成する手法である。Ｆｅａｔｕｒｅ　Ｂａｓｅ手
法は、文の特徴を定義して、その特徴による重みづけ（スコアリング）を行うことで文選
択を行う手法である。Ｔｏｐｉｃ　Ｂａｓｅ手法は、文章のトピックを算出して、そのト
ピックに沿った文を選択する手法であり、例えば、重要なトピックに近い文を選択したり
、各トピックの代表文を選択したりする。
【００３４】
　抽象型の要約では、人が要約を作成するときのように、文章の意味を汲み取ったうえで
（＝抽象化した上で）適切な要約を作成する。抽象型の要約において代表的な手法として
は、Ｅｎｃｏｄｅｒ－Ｄｅｃｏｄｅｒモデルがある。このＥｎｃｏｄｅｒ－Ｄｅｃｏｄｅ
ｒモデルは、Ｅｎｃｏｄｅｒにより文を潜在表現に圧縮し、Ｄｅｃｏｄｅｒにより圧縮さ
れた表現から文を生成する手法である。Ｅｎｃｏｄｅｒ－Ｄｅｃｏｄｅｒモデルは、翻訳
のタスクにおいて好適に使用されるモデルであり、翻訳元の文をＥｎｃｏｄｅｒで圧縮し
、翻訳先の文にＤｅｃｏｄｅする。
【００３５】
　なお、要約化を行った場合には、要約された情報について解析を行うことにより、文章
の関係性を求める。
【００３６】
　＜文章関係性解析手段＞
　文章関係性解析手段１０は、既存の施工計画関係書類である施工条件書、施工計画書、
図面に記載された情報の文書構文を解析して文章の関係性を求めるためのプログラムから
なる。すなわち、文章関係性解析手段１０は、施工条件書及び施工計画書において文章構
文を構成する各要素を構造化・分類化することにより作成されたデータベース（ナレッジ
データベース）を参照し、文章構文（章、項、節、段落、文節等）から文章の関係性を解
析する。また、図面に記載された情報を解析して文章化することにより、その関係性を求
めてもよい。さらに、文章の関係性を機械学習（例えば、ディープラーニング）により解
析してもよい。
【００３７】
　解析に用いるデータは、施工条件書に記載された工事条件等と、施工計画書に記載され
た発注者、施工概要、計画工程表、現場組織表、指定機械、主要船舶・機械、主要資材、
施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等を含む）、施工管理計画、安全管理、緊急
時の体制及び対応、交通管理、環境対策、現場作業環境の整備、再生資源の利用の促進と
建設副産物の適正処理方法等である。また、設計図の記載に対してディープラーニングを
行って文字データ化してもよい。例えば、図面に記載された情報（形状、寸法、柱状図、
特記事項など）から、ディープラーニングにより工事内容や施工条件として、「工事種別
：トンネル補修、断面形状：○○○○、延長：△△△△ｍ、特記事項：舗装の復旧、切削
およびオーバーレイ・・・」等に文章化する。
【００３８】
　＜グラフデータベース作成手段＞
　グラフデータベース作成手段２０は、解析した文章の関係性をグラフ構造化することに
よりグラフデータベースを作成するためのプログラムからなる。グラフデータベースとは
、グラフ構造を有するデータベースである。そして、グラフは、ノード（文章等の実体部
分）、エッジ（２つのノード間の関係性）、プロパティ（ノード及びエッジの性質や特徴
）により定義される。グラフデータベースを利用することにより、任意のノードを起点と
した関係性に基づいて、施工計画書作成者が欲する条件に合致したデータを検索すること
ができる。
【００３９】
　本発明に係る施工計画書作成システム１００及び施工計画書作成方法では、文章構文（
章、項、節、段落、文節等）における文章をベクトル化して近似値を取得することにより
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文章（語句・要素）の関係性を求めて、当該関係性をグラフ構造化している。すなわち、
施工条件から施工計画書の構文作成に至るまでの思考プロセスを有向グラフとして記述す
ることにより、文章構文の関係性を明確化する。
【００４０】
　図３は、複数の工事条件（Ａ，Ｂ，Ｃ）に対して、複数の施工内容を有向グラフとして
記述することにより、施工計画書の思考プロセスをデータ構造化した状態をイメージとし
て表したものである。
【００４１】
　＜順序設定手段＞
　順序設定手段３０は、グラフデータベースを参照して、文章の関係性に基づき、施工計
画書を構成する各章の候補に対して順序を設定するためのプログラムからなる。順序設定
手段３０では、図４に示すように、グラフデータベースを参照して、文章の関係性のグラ
フ構造に対して最大距離から順次検索を行う。そして、距離が大きいものを上位として順
序を設定する。なお、２頂点間(隣接している必要はない)を経由する辺数を長さと言い、
特に最短経路における辺数を距離と言う。例えば、図４に示す例では、「場所打函渠工」
と「重ね継ぎ手」の距離は「３」、「作業土木工」と「温度ひび割れ」の距離は「２」、
「場所打函渠工」と「コンクリート打設」の距離は「２」となる。
【００４２】
　また、検索結果である章群から、工事条件との類似度（例えば、コサイン類似度や文字
ベクトル類似度）に基づいて、順序を設定してもよい。さらに、施工計画書作成者が選択
して指示入力を行った文章について、選好度として機械学習を行い、学習結果を類似度に
加算して順序設定に反映させてもよい。
【００４３】
　コサイン類似度とは、ベクトル空間モデルにおいて、文書同士を比較する際に用いられ
る類似度計算手法である。コサイン類似度は、ベクトル同士の成す角度の近さを表現する
ため、三角関数のコサインに倣って、値が「１」に近ければ類似しており、値が「０」に
近ければ類似していないことになる。文字ベクトル類似度とは、任意の長さの文書をベク
トル化する技術であり、文やテキストに対して分散表現を獲得することができる。
【００４４】
　＜候補提示手段＞
　候補提示手段５０は、各章の候補に設定された文章を提示するためのプログラムからな
る。すなわち、候補提示手段５０では、施工計画書の各項目について、液晶表示装置の表
示画面等に、順序が設定された候補文章を表示することにより、施工計画書作成者に対し
て適切な文章を選択可能に提示する。
【００４５】
　＜文章選択手段＞
　文章選択手段６０は、施工計画書作成者の指示入力に従って、施工計画書の構文作成に
使用する文章を選択するためのプログラムからなる。すなわち、文章選択手段６０では、
液晶表示装置の表示画面等に表示された候補文章の中から、施工計画書作成者が最も適切
であると判断して選択した文章について、施工計画書作成者による指示入力に従って、当
該文章を施工計画書の構文作成に使用する。また、上述したように、候補文章の中から施
工計画書作成者が選択した文章は、選好度として機械学習を行い、学習結果を類似度に加
算して順序設定に反映させることができる。
【００４６】
　なお、候補提示手段５０と文章選択手段６０は、施工計画書作成者に文章選択判断を行
わせて、その指示入力に基づいて施工計画書の構文作成に使用する文章を選択するための
手段であり、ＡＩ機能を用いて、最適な施工計画書の構文を作成する場合には不要な手段
となる。
【００４７】
　＜施工計画書構文作成手段＞
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　施工計画書構文作成手段４０は、新たな施工計画書を作成する際に、各章の候補に設定
された順序に従って、施工計画書の構文を作成するためのプログラムからなる。すなわち
、施工計画書構文作成手段は、図５に示すように、施工計画書の各項目について、順序を
付けて候補文章を提示し、施工計画書作成者の指示入力に基づいて、各項目について提示
された候補文章の中から適切な内容の文章を選択することにより施工計画書の構文を作成
する、なお、新たな施工計画書に必要な項目について、ＡＩ機能を用いて、最適な施工計
画書の構文を作成することも可能である。
【００４８】
　＜施工計画書作成方法＞
　図２～図５を参照して、施工計画書作成の手順について説明する。図２は施工計画書作
成手順のフローチャートであり、図３～図５は施工計画書作成の手順をイメージ化したも
のである。図３は施工計画書作成の思考プロセスをデータ構造化する工程、図４は関係性
のグラフ構造に対して候補文章の順序化を行う工程、図５は施工計画作成者の指示入力に
基づいて基本施工計画書を作成する工程をイメージ表示している。なお、既存の施工条件
書及び施工計画書について、紙データに記載されたデータを読み取って所定の電子データ
に変換する工程や、グラフデータベース化するために電子データのファイル形式を基準形
式に変換する工程は終了しているものとする。
【００４９】
　施工計画書を作成するには、既存の施工計画関係書類（施工条件書、施工計画書、図面
）に記載された情報の文書構文や要約された文章構文を解析して文章の関係性を求め（Ｓ
１）、解析した文章の関係性をグラフ構造化することによりグラフデータベースを作成す
る（Ｓ２）。続いて、作成したグラフデータベースを参照して、文章の関係性に基づき、
施工計画書を構成する各章の候補に対して順序を設定し（Ｓ３）、各章の候補に設定され
た順序に従って、施工計画書の構文を作成する（Ｓ４）。
【００５０】
　また、施工計画書の構文を作成するために、各章の候補に設定された文章を提示し（Ｓ
３－１）、提示された文章の中から、施工計画書作成者の指示入力に従って、施工計画書
の構文作成に使用する文章を選択してもよい（Ｓ３－２）。
【符号の説明】
【００５１】
　　１０　文章関係性解析手段
　　２０　グラフデータベース作成手段
　　３０　順序設定手段
　　４０　施工計画書構文作成手段
　　５０　候補提示手段
　　６０　文章選択手段
　　７０　要約手段
　１００　施工計画書作成システム
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